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「以
い

西
せ い

底
そ こ

曳
び

き」と徳島漁船団

★

　
黒
田
藩
時
代
、
軍
船
の
泊
地
だ
っ
た
西
公
園（
福
岡

市
中
央
区
）東
側
の
福
岡
港
は
、
西
北
の
風
を
西
公
園

の
山
が
さ
え
ぎ
る
博
多
湾
内
最
良
の
船
溜
ま
り
だ
っ

た
。
し
か
し
明
治
時
代
以
降
は
水
深
が
浅
く
さ
び
れ
か

け
て
い
た
。

　
一
方
で
、
長
崎
県
・
福
江
島
の
玉
之
浦
を
根
拠
地
に

遠
洋
漁
業
に
乗
り
出
し
て
い
た
徳
島
県
九
州
出
漁
団
は
、

今
か
ら
84
年
前
の
1
9
3
4
（
昭
和
9
）年
、
大
消
費
地

に
近
い
福
岡
港
の
将
来
性
に
着
目
し
、
集
団
移
転
を
決

断
し
た
。

　

福
岡
市
議
会
の
熱
心
な
誘
致
運
動
も
あ
っ
て
、

2
0
0
隻
を
超
え
る
漁
船
と
船
員
、
家
族
約
3
千
人
が

北
湊
、
西
湊
、
入
船
の
各
町（
現
・
中
央
区
港
1
〜
3
）

に
順
次
移
り
住
ん
だ
。

　
船
員
の
共
同
住
宅
が
建
ち
、関
連
の
造
船
所
、鉄
工
所
、

製
缶
工
場
、
製
氷
工
場
な
ど
の
漁
港
機
能
が
整
備
さ
れ

る
と
、
一
帯
は
徳
島
弁
が
飛
び
交
う
独
特
の
雰
囲
気
の

港
町
に
変
身
し
た
。

★

　
1
9
6
4
（
昭
和
39
）年
当
時
、地
元
の
簀
子（
す
の
こ
）

校
区
の
人
口
は
１
４
、４
０
６
人
。「
湊
銀
座
通
り
」と
映
画

館
「
す
の
こ
東
映
」が
あ
っ
て
、
銭
湯
は
3
軒
を
数
え
た
。

★

　
最
盛
期
に
は
2
2
6
隻
の
底
曳
き
網
漁
船
が
相
次
い

で
中
央
卸
売
市
場
の
岸
壁
に
接
岸
し
て
、
昼
夜
を
通
し

て
荷
揚
げ
を
行
い
、
競
り
落
と
さ
れ
た
鮮
魚
は
市
場
に

引
き
込
ま
れ
た
鉄
道
専
用
線
で
大
阪
を
筆
頭
に
神
戸
、

名
古
屋
、
広
島
、
岡
山
の
ほ
か
、
遠
く
東
京
、
静
岡
な

ど
に
運
ば
れ
た
。

２
、３
面
に
特
集

　
「
徳
島
の
阿
波
船
と
以
西
底
曳
き
網
漁
業
」

 

〜
盛
衰
の
六
十
五
年
間
〜

船舶のスクリューをかたどったモニュメント

阿あ

波わ

船せ
ん

っ
て
な
に
⁈

博
多
湾
物
語

　
福
岡
市
中
央
区
港
２
丁
目
の
『
か
も
め

広
場
』に
、
か
つ
て
博
多
湾
を
基
地
に
活

躍
し
た
以
西
底
曳
き
網
漁
業
の
盛
衰
を

物
語
る
大
き
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

1
9
9
9
（
平
成
11
）年
、
日
本
遠
洋
底

曳
網
漁
業
協
会
福
岡
支
部（
翌
年
解
散
）

が
市
に
寄
贈
し
た
。

　

全
盛
時
に
は
2
0
0
隻
を
超
え
る
底

曳
き
網
漁
船
が
東
シ
ナ
海
や
黄
海
で
活

躍
、
豊
富
な
魚
類
を
65
年
間
に
わ
た
っ
て

地
元
市
民
を
は
じ
め
関
西
、
首
都
圏
の
食

卓
に
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
を
支
え
た
の
が

徳
島
県
の「
阿あ

波わ

船せ
ん

」だ
っ
た
。
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徳
島
の
阿
波
船
と

以
西
底
曳
き
網
漁
業

 

〜
盛
衰
の
六
十
五
年
間
〜

 

徳
島
県
立
博
物
館
学
芸
員
　
磯
本
　
宏
紀

　
博
多
湾
に
や
っ
て
き
た
徳
島
の
阿あ

波わ

船せ
ん
が
福
岡
市

民
の
食
卓
に
ど
れ
だ
け
の
恩
恵
と
美
味
を
も
た
ら
し

た
か
。
あ
の
戦
中
戦
後
の
食
糧
難
時
代
を
知
る
世
代

な
ら
、
う
な
ず
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
魚
種
も
豊
富
で
、グ
チ
、エ
ソ
、タ
チ
ウ
オ
、ハ
モ
、

レ
ン
コ
ダ
イ
、
ニ
ベ
、
カ
レ
イ
、
コ
ウ
イ
カ
、
タ
イ

シ
ョ
ウ
エ
ビ
な
ど
が
魚
屋
の
店
先
を
彩
り
、
グ
チ
や

エ
ソ
は
練
り
物（
か
ま
ぼ
こ
な
ど
）の
材
料
と
し
て
も

親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
福
岡
市
の
住
み
良
さ
を
支
え
る
一
つ
の
要
素
に

安
く
て
う
ま
い
魚
が
あ
る
が
、
こ
の
海
の
幸
は
徳
島

漁
業
団
誘
致
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
」と
言
わ
れ

た
も
の
で
す
。

 

（
編
集
部
）

昭
和
初
期
の
福
岡
港
と
徳
島
県
南
部
と
の
つ
な
が
り

　
「
福
岡
市
に
は
博
多
港
と
福
岡
港
と
が
東
西
に
あ
る
。

前
者
は
旧
港
に
し
て
今
は
築
港
が
出
来
、
商
港
と
漁
港

と
を
兼
ね
て
ゐ
る
。
後
者
は
新
港
に
し
て
阿
波
の
手
繰

船
が
占
領
し
て
ゐ
る
漁
港
な
の
で
あ
る
。
漁
港
の
沿
岸

北
湊
町
一
帯
は
全
く
の
阿
波
町
で
あ
っ
て
船
主
、船
員
、

商
人
等
家
族
を
含
み
て
二
千
人
近
く
の
阿
波
人
が
此
処

に
住
ん
で
居
る
。」（
笠
井
：
1
9
4
1
）

　

昭
和
16（
1
9
4
1
）年
9
月
発
行
の
笠
井
高
三
郎

『
阿
波
人
開
発
支
那
海
漁
業
誌
』中
の
「
福
岡
見
聞
記
」

と
小
見
出
し
が
付
け
ら
れ
た
一
文
で
あ
る
。
笠
井
は
こ

の
文
章
に
続
け
て
、
海
岸
通
り
は
三
町
余
り
あ
り
、
立

派
な
船
主
の
住
宅
が
並
ん
で
い
る
と
し
て
、
家
並
み
を

列
記
し
て
い
く
。
富
永
恒
太
郎
、
山
本
惣
吉
、
徳
島
岩

吉
、
増
田
石
油
店
支
店
、
橋
本
権
吉
、
九
州
出
漁
組
合

福
岡
支
所
、
廣
田
善
吉
、
藤
目
常
太
郎
、
森
口
幸
夫
、

大
野
信
太
郎
、
勝
瀬
勇
、
齋
藤
庄
次
郎
、
門
田
豊
一
、

竹
内
満
三
郎
、
谷
澤
徳
治
郎
、
浜
口
吉
三
郎
等
徳
島
県

南
部
に
ゆ
か
り
の
あ
る
テ
グ
リ
船
主
の
名
前
が
並
ぶ
。

そ
の
多
く
が
、
現
在
の
徳
島
県
美
波
町（
旧
由
岐
町
、

旧
日
和
佐
町
）、
阿
南
市
椿
泊
の
出
身
者
だ
っ
た
。

　
笠
井
が
福
岡
の
町
を

調
査
で
訪
れ
た
の
は
、

昭
和
15（
1
9
4
0
）年

だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
す

で
に
福
岡
港
海
岸
通
り

に
は
「
阿
波
町
」が
形

成
さ
れ
て
い
て
、
海
岸

に
は
テ
グ
リ
船
と
呼
ば

れ
る
二
艘
曳
底
曳
網
漁

船
が
所
狭
し
と
並
び
賑

わ
っ
て
い
た
。
そ
の
阿

波
船
団
が
福
岡
港
を
基

地
と
す
べ
く
移
転
を
始

め
た
の
は
、
そ
の
わ
ず

か
6
年
前
の
昭
和
9（
1
9
3
4
）年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
の
二
艘
曳
底
曳
網
漁
船
が
活
躍
す
る
以
西
底
曳
き

網
漁
業
は
、
も
と
も
と
は
東
経
1
3
0
度
以
西
、
現
在

は
1
2
8
度
以
西
の
東
シ
ナ
海
・
黄
海
等
を
許
可
水
域

と
す
る
遠
洋
漁
業
で
あ
る
。
福
岡
を
は
じ
め
、
長
崎
、

戸
畑
、
下
関
、
伊
万
里
等
を
基
地
と
し
、
他
地
域
か
ら

来
た
船
団
が
漁
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
代
表
格
と
も
言

え
る
の
が
、
徳
島
県
出
身
者
に
よ
る
ア
ワ
セ
ン（
阿
波

船
団
）で
あ
る
。

阿
波
船
団
の
福
岡
へ
の
移
転

　
福
岡
に
移
っ
て
く
る
以
前
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
阿
波
船
団
の
基
地
は
長
崎
県
福
江
島
の
玉
之

浦
に
あ
っ
た
。
東
シ
ナ
海
で
延
縄
漁
を
し
て
い
た
が
、

出
雲
船（
片
江
船
団
）の
五
島
列
島
沖
で
の
二
艘
曳
底
曳

網
漁
法
の
成
功
を
受
け
て
、
大
正
中
期
以
降
に
は
急
速

に
漁
法
を
転
換
し
て
い
っ
た
。そ
れ
ま
で
漁
場
に
近
く
、

釣
り
餌
を
入
手
し
や
す
い
玉
之
浦
が
有
利
な
基
地
だ
っ

た
。
し
か
し
、
漁
法
が
底
曳
網
に
変
わ
り
、
水
産
物
の

運
搬
が
鉄
道
を
利
用
し
た
陸
送
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
っ

阿波船団の出身地と漁業基地概略

東シナ海で操業する底曳き網漁船（島野禎介氏撮影）
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た
当
時
、
都
市
部
の
港
へ
基
地
を
移
す
こ
と
は
、
阿
波

船
団
の
そ
の
後
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
福
岡
移
転
に
先
立
っ
て
、
大
正
末
期
に
は
長
崎
へ
の

移
転
が
本
格
化
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
拠
点
に
し
て
い

た
玉
之
浦
を
離
れ
て
の
移
転
で
あ
る
。
当
時
の
船
団
の

移
動
は
、
大
規
模
な
人
口
移
動
を
も
た
ら
す
。
テ
グ
リ

船
1
隻
に
10
数
人
、
2
隻
1
統
で
25
人
前
後
が
乗
り
組

む
。
そ
の
船
員
に
は
家
族
が
い
る
。
漁
船
を
支
え
る
漁

具
、
船
具
、
造
船
、
鉄
工
所
、
製
氷
、
石
油
、
仲
買
、

運
送
等
の
関
連
業
者
も
い
る
。
阿
波
船
団
の
漁
船
が
移

転
す
る
こ
と
で
こ
う
し
た
業
者
も
一
緒
に
動
く
。
か
く

し
て
、
福
岡
市
は
玉
之
浦
に
、
徳
島
に
と
出
向
い
て
説

得
に
あ
た
り
、
福
岡
港
を
修
築
す
る
こ
と
を
条
件
に
阿

波
船
団
の
一
部
の
誘
致
に
成
功
し
た
。

徳
島
県
南
部
か
ら
移
り
住
ん
だ
漁
民
と
漁
業

　
筆
者
は
徳
島
県
南
部
か
ら
福
岡
に
移
り
住
ん
だ
多
く

の
元
漁
師
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

福
岡
近
郊
に
は
徳
島
県
南
部
出
身
の
方
が
今
も
多
く
暮

ら
す
。

　
幼
少
期
を
徳
島
県
南
部
で
過
ご
し
、
昭
和
20
年
代
に

中
学
校
卒
業
と
同
時
に
先
に
移
り
住
ん
だ
同
郷
者
を

頼
っ
て
福
岡
で
船
に
乗
っ
た
。
そ
の
同
郷
者
が
テ
グ
リ

船
の
船
主
だ
っ
た
り
、船
頭（
漁
労
長
）だ
っ
た
り
し
た
。

地
元
の
カ
ツ
オ
船
よ
り
も
九
州
の
テ
グ
リ
船
に
乗
る
こ

と
を
選
ん
で
や
っ
て
来
た
。
最
初
は
「
飯
炊
き
」か
ら

始
め
、
翌
年
に
は
船
員
と
し
て
「
一
人
前
」を
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
漁
船
の
報
酬
は
歩
合
制

だ
っ
た
。
水
揚
げ
の
多
い
船
頭
の
船
に
乗
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
実
入
り
が
良
い
。

　
だ
が
仕
事
は
き
つ
か
っ
た
。
昼
も
夜
も
網
を
曳
き
、

網
を
揚
げ
る
と
甲
板
で
は
魚
の
選
別
、
箱
詰
め
作
業
が

待
っ
て
い
る
。
船
が
網
を
曳
い
て
い
る
わ
ず
か
2
時
間

足
ら
ず
の
時
間
が
睡
眠

時
間
だ
っ
た
。
甲
板
で

合
羽
を
着
た
ま
ま
寝

た
。
そ
ん
な
過
酷
な
労

働
環
境
下
で
、
事
故
も

多
か
っ
た
。
ま
た
、
韓

国
、
中
国
当
局
に
拿
捕

さ
れ
、
長
期
間
の
抑
留

を
経
験
し
た
。
そ
れ
で

も
、
漁
獲
が
あ
り
大
き

な
利
益
を
上
げ
て
い
た

の
で
、
船
員
が
集
ま
っ

た
。
徳
島
県
南
部
か
ら

の
若
い
移
住
者
が
続
い

た
。
結
婚
し
た
の
は
、

同
郷
女
性
で
あ
る
。
船
員
だ
け
で
な
く
、
主
婦
層
の
移

住
者
も
実
は
多
い
。
出
身
地
の
血
縁
、
地
縁
を
ベ
ー
ス

に
し
た
緩
や
か
な
つ
な
が
り
が
数
世
代
に
渡
っ
て
継
続

さ
れ
て
き
た
の
だ
。

　
昭
和
50
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
以
西
底
曳
き
網
漁
業
の

斜
陽
が
色
濃
く
な
る
。オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
船
員
不
足
、

魚
価
の
変
化
、
網
目
規
制
に
よ
る
漁
獲
制
限
等
に
よ
り

漁
業
経
営
と
し
て
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て

各
社
の
廃
業
が
続
き
、つ
い
に
平
成
12（
2
0
0
0
）年
、

福
岡
港
の
以
西
底
曳
き
網
漁
業
は
す
べ
て
廃
業
し
た
。

廃
業
後
も
、
あ
る
い
は
船
を
降
り
た
後
も
徳
島
県
南
部

か
ら
の
船
員
た
ち
は
福
岡
に
定
住
し
て
い
る
。
か
つ
て

の
「
阿
波
町
」の
賑
わ
い
は
な
い
が
、
か
つ
て
の
栄
華

を
語
れ
る
当
事
者
た
ち
は
ま
だ
健
在
で
あ
る
。

 

（
原
文
の
ま
ま
）

〈
引
用
文
献
〉笠
井
高
三
郎
編
著『
阿
波
人
開
発
支
那
海
漁
業
誌
』

（
1
9
4
1
年
・
阿
波
人
開
発
支
那
海
漁
業
誌
刊
行
会
）

◇
筆
者
略
歴
◇ 

い
そ
も
と 

ひ
ろ
の
り 

1
9
7
5

年
岡
山
市
生
ま
れ
。
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部

国
際
文
化
教
育
課
程
日
本
研
究
卒
。
神
奈
川
大
学

大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程

修
了
、
博
士
後
期
課
程
中
退
。
2
0
0
2
年
よ
り

徳
島
県
立
博
物
館
学
芸
員
。

　

能
古
博
物
館
で
は
『
博
多
湾
物
語
』の

ひ
と
つ
と
し
て
福
岡
市
を
基
地
に
活
躍

し
た
『
以
西
底
曳
き
網
漁
業
』の
偉
業
を

後
世
に
伝
え
る
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

詳
細
は
6
面
に
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お願い

福岡港の以西底曳き網漁船（昭和44年10月4日）

待機する底曳き漁船。中央遠景は殉難者慰霊碑（矢印）
（昭和35年6月13日）
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2018年（平成30年） 10月　第83号 

で
あ
っ
た
が
、生
活
団
で
の〝
手
洗
い
〞や〝
う
が
い
〞

の
歌
、〝
た
の
し
い
ご
は
ん
〞や〝
手
洗
い
丸
〞の
紙
芝

居
は
、
純
な
島
の
子
供
達
に
も
喜
ん
で
受
け
入
れ

ら
れ
た
。 

（
石
賀　
信
子
）

★

　
朝
早
く
姪
浜
か
ら
小
舟
に
揺
ら
れ
て
能
古
島
へ
。

東
西
北
と
三
班
に
分
れ
私
は
西
の
お
寺
に
日
参
。

今
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
且
て
の
農
家
。
絣
の
筒

袖
を
着
た
鼻
た
れ
赤
ん
坊
を
背
負
い
、竈（
か
ま
ど
）

の
前
で
慣
れ
ぬ
薪
焚
き
に
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
流
し
な

が
ら
、
お
や
つ
作
り
を
し
た
も
の
で
す
。
子
供
達

は
保
育
料
の
代
わ
り
に
毎
朝
お
米
と
自
作
の
野
菜

を
持
っ
て
来
て
、そ
れ
が
茶
巾
絞
り
や
甘
煮
に
な
っ

た
り
す
る
の
で
す
。

　
朝
七
時
か
ら
夕
方
暗
く
な
る
ま
で
お
む
つ
を
替

え
、
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
、
紙
芝
居
と
、
千
手
観
音

さ
な
が
ら
。
夜
更
け
に
診
療
所
の
五
右
衛
門
風
呂

に
入
り
、
湯
船
の
中
に
ま
で
差
し
込
ん
で
来
る
月

の
光
を
浴
び（
中
略
）湯
上
り
は
夜
半
の
波
打
ち
際

に
た
た
ず
み
、
故
知
ら
ぬ
感
動
を
覚
え
た
貴
重
な

日
々
で
し
た
。

　
若
さ
‼
と
い
う
事
の
充
実
感
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
皆
20
歳
を
幾
つ
も
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

（
山
崎　
邦
栄
）

★

　
そ
の
年
の
六
月
の
農
繁
期
に
福
岡

県
庁
の
依
頼
で
、
ま
だ
ラ
ン
プ
生
活

だ
っ
た
能
古
島
の
三
つ
の
部
落
で
、

三
週
間
の
季
節
保
育
所
を
開
い
た
。

預
か
っ
た
子
供
は
赤
ん
坊
か
ら
幼
児

ま
で
六
十
五
人
。
延
一
三
〇
〇
人
。

　ぼくは軍人大好きよ　

　今に大きくなったなら　

　鉄砲かついで　剣下げて

　お馬にのって　はいどうどう

と
歌
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

　
「
ご
存
知
で
す
か
？　
戦
前
の
1
9
4
2
（
昭
和
17
）年
6
月
、
能
古
島
で

3
週
間
の
季
節
保
育
所
が
開
か
れ
た
こ
と
を
・
・
」。

　
能
古
博
物
館
の
「
友
の
会
」会
員
、
馬
場
浩
太
さ
ん（
広
島
市
在
住
・
81
歳
）

か
ら
貴
重
な
資
料
が
届
い
た
。
本
文
約
80
ペ
ー
ジ
の
冊
子
『
福
岡
友
の
会
40

年
の
歩
み
・
1
9
3
0
〜
1
9
7
0
』の
コ
ピ
ー
。

　
時
代
は
太
平
洋
戦
争
た
け
な
わ
の
夏
。
島
内
で
当
時
と
し
て
は
先
駆
的

な
「
農
繁
期
託
児
」が
、
福
岡
友
の
会
・
青
年
班
の
若
い
女
性
た
ち
の
手
で

行
わ
れ
て
い
た
。

　
『
歩
み
』に
掲
載
さ
れ
た
会
員
の
手
記
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

　
会
員
数
2
8
5
人
。1
9
3
0（
昭
和
5
）年
、

羽
仁
も
と
子
創
刊
の
雑
誌
「
婦
人
の
友
」の
読

者
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
社
会
教
育
団
体
「
全
国

友
の
会
」の
下
部
組
織
。

　
敗
戦
翌
年
の
1
9
4
6
（
昭
和
21
）年
、
福

岡
友
の
会
・
青
年
班
は
博
多
港
に
引
揚
げ
て
き

た
旧
満
州
か
ら
の
孤
児
の
世
話
を
引
き
受
け
、

福
岡
市
内
の
収
容
施
設
「
聖
福
寮
」で
1
6
4

人
を
介
護
。
手
記
の
筆
者
石
賀
、
山
崎
さ
ん
は

率
先
し
て
参
加
し
た
。

75
年
前
、能
古
島
に
季
節
保
育
所

 

3
週
間
延
べ
千
三
百
人

能
古
小・中
学
校
で

 

小
中
一
貫
教
育

来
年
度
ス
タ
ー
ト 

小
1
か
ら
英
語

　

博
物
館
近
く

の
高
台
に
あ
る

能
古
小
学
校（
児

童
数
72
人
）と
同

中
学
校（
生
徒
数

53
人
）が
一
緒
に

な
り
、
来
年
度

か
ら
新
し
い
時

代
を
迎
え
ま
す
。

福
岡
市
で
は
初
め

て
の
小
中
一
貫
校

の
誕
生
で
す
。

　
小
学
1
年
か
ら

中
学
3
年
ま
で
の

9
年
間
を
通
じ
て
、
外
国
人
教
師
ら
が
英
語

の
授
業
を
行
い
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
遠
隔
授
業
を

取
り
入
れ
、
21
世
紀
に
通
用
す
る
人
材
を
育

て
ま
す
。

　
ま
た
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
機
動
性
を
生

か
し
て
、
中
学
の
先
生
に
よ
る
小
学
校
高
学

年
の
授
業
を
行
い
ま
す
。
数
人
の
先
生
が
一

緒
に
な
っ
て
指
導
す
る
「
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
」も
あ
り
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
に
は
こ
れ
ま
で
も
島
な
ら
で

は
の
学
校
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
島
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
タ
マ
ネ
ギ
を
植
え
て

販
売
し
た
り
、
夏
休
み
前
の
遠
泳
大
会
で
小

戸
公
園
か
ら
島
の
西
岸
ま
で
の
約
1
・
5
㌔

を
泳
い
だ
り
。
一
貫
校
も
こ
の
伝
統
を
継
承

し
ま
す
。

福
岡
友
の
会

「福岡友の会40年のあゆみ」
の表紙

福岡友の会とは

季節保育所を終えて（お別れの記念撮影）

歩いて登校する児童・生徒
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能古博物館だより

チラリ
拝見！

よ
そ
の
博
物
館

フ
ェ
ル
ケ
ー
ル
博
物
館 

（
静
岡
市
清
水
区
）

　

日
本
の
国
難
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
1
9
0
5

（
明
治
38
）年
5
月
27
〜
28
日
の
日
本
海
海
戦
で
、
日

本
海
軍
連
合
艦
隊
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦

隊
を
撃
破
、
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
博
多

湾
と
戦
闘
海
域
の
対
馬
海
峡
と
は
目
と
鼻
の
先
。「
砲

声
を
市
内
で
聞
い
た
」と
い
う
市
民
の
声
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
恒
例
の
体
験
航
海
と
洋
上
追
悼
式
が
5
月

27
日（
日
）午
後
行
わ
れ
、
海
上
自
衛
隊
の
訓
練
支
援

艦
「
て
ん
り
ゅ
う
」（
2
4
5
0
㌧
） 

に
乗
っ
た
招
待

客
や
会
員
制
に
よ
る
希
望
者
が
、
博
多
湾
口
の
玄
界

灘
で
洋
上
追
悼
式
を
行
い
、
隊
員
が
弔
銃
を
発
射
し

て
両
軍
の
戦
没
者
を
悼
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
福
岡
市
東
区
箱
崎
の
筥
崎
宮
本
殿

で
、
日
本
海
海
戦
1
1
3
年
記
念
大
会
・
彼
我
戦
没

者
海
洋
殉
難
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
海
海
戦
か
ら
1
1
3
年

博
多
湾
口
で
洋
上
追
悼
式

　

フ
ェ
ル
ケ
ー
ル
は
ド
イ
ツ
語
でV

ERKEH
R

。「
交

通
」、「
交
際
」の
意
味
で
す
。
ま
ず
水
を
た
た
え
た
館
の

前
庭
が
目
を
ひ
き
ま
す
。
中
に
入
る
と
国
際
貿
易
港
、

工
業
港
、
漁
港
と
し
て
重
層
的
に
発
展
し
て
き
た
清
水

港
の
史
実
を
、
荷
役
の
作
業
員
像
、
和
船
の
模
型
な
ど

が
雄
弁
に
語
り
掛
け
て
き
ま
す
。
輸
出
用
の
お
茶
、
み

か
ん
の
展
示
は
こ
の
地
な
ら
で
は
の
特
色
で
し
ょ
う
。

　
別
棟
の
缶
詰
記
念
館
は
、
昭
和
初
期
に
日
本
で
初
め

て
ま
ぐ
ろ
缶
詰
を
製
造
、
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
し
た
実
績

を
誇
ら
し
げ
に
伝
え
ま
す
。

　

清
水
港
も
博
多
港
と

同
様
に
近
年
は
外
国
ク

ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
博
物
館

の
英
語
名
は〔SH

IM
IZU

　

PO
R
T
 T

ER
M

IN
A
L 

M
U
SEU

M

〕。客
船
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
近
く
、
海
外
の

観
光
客
の
関
心
を
引
く
に

十
分
で
す
。

　
そ
う
そ
う
、
♪
シ
ミ
ズ

ミ
ナ
ト
の
名
物
は　
お
茶

の
か
お
り
と
男
伊
達
・・・

で
し
た
。

　
近
く
に
清
水
次
郎
長
の

生
家
が
あ
り
ま
す
。

館の前庭が入館者をひきつける

実物大の荷役作業員像

隊員が弔銃を発射

多
彩
な
和
船
の
模
型

訓練支援艦
「てんりゅう」



平
成
30
年
度
　能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
員
　（9
月
分
）

友
の
会
入
会
のご案

内

● 

友
の
会
会
費

　
　
１
口
　
三
千
円

（
何
口
で
も
可
）

　※
会
費
の
納
入
方
法

　
　
郵
便
振
替

０
１
７
３
０-
９-
６
０
９
７
０

　
公
益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に

て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認

後
、会
員
証
と
コ
ー

ヒ
ー
券
を
お
送
り
致

し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間

は
１
年
と
致
し
ま
す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を

受
付
け
に
ご
提
示
下

さ
い
。ご
入
館
は
随

意
で
何
回
で
も
無
料

で
す
。（
ご
同
伴
１
名

ま
で
無
料
）

（5）
コ
ー
ヒ
ー
券
で
挽
き

た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を

博
多
湾
を
見
な
が
ら

お
飲
み
い
た
だ
け

ま
す
。

（6）
機
関
誌「
の
こ
博
物

館
だ
よ
り
」を
、お
届

け
致
し
ま
す
。随
想

や
ご
意
見
を
歓
迎
し

ま
す
。但
し
誌
面
の

都
合
で
掲
載
を
見
送

る
場
合
は
ご
容
赦
願

い
ま
す
。原
稿
は
お

返
し
出
来
ま
せ
ん
。

必
要
な
ら
事
前
に
コ

ピ
ー
を
お
願
い
し
ま

す
。

（7）
館
が
企
画
す
る
催
物

の
ご
案
内
と
参
加
費

の
割
引
き
を
致
し

ま
す
。

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　
法
人
１
口
三
万
円 × 

口
数
　
個
人
１
口
一
万
円 × 

口
数

　
＊
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
費
は
、税
制
上
の「
寄
附
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
納
入
方
法

　
１
、郵
便
振
替
え 

０
１
７
３
０・９・６
０
９
７
０

　
　
　
公
益
財
団
法
人
　
亀
陽
文
庫

　
２
、銀
行
振
込
み
　

　
　
　
西
日
本
シ
ティ
銀
行 

土
井
支
店

　
　
　
普
通
　
０
５
５
１
４
５
９

　
　
　
公
益
財
団
法
人
　
亀
陽
文
庫

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略・五
十
音
順

 

・数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

足
立 

晴
道
 
石
野 

智
恵
子
 出
光 

豊

出
光 

芳
秀
 
毛
戸 

彰
 

亀
井 

准
輔

岸 

恒
憲
 

古
森 

英
毅
 
島
塚 

祐
弘

鈴
木 

友
和
 
添
島 

律
子
 
副
島 

靖
弘

筒
井 

勝
美
 
戸
井 

雅
貴
 
林 

純

溝
上 

泰
興
 
翠
川 

文
子
 
安
松 

正
美

 

 

（
敬
称
略・順
不
同
）

　  （
個

　人
）

▼ 

協
賛
ご
寄
附

　（法
　人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
医
療
法
人
笠
松
会
有
吉
病
院

医
療
法
人
社
団
江
頭
会

（
医
）原
三
信
病
院

医
療
法
人
恵
光
会

（
医
）西
福
岡
病
院

（
医
）博
仁
会

（
医
）原
土
井
病
院

（
株
）メ
ディ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ふ
く
福
サ
ー
ビ
ス

あ
お
ば
研
究
所

（
株
）旭
工
務
店

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）彩
苑

西
日
本
シ
ティ
銀
行

浄
満
寺

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）

税
理
士
法
人
エ
ム・エ
イ・シ
ー

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
税
理
士
法
人

ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

秋
山 

淳
子
 

⑤

秋
山 

雄
治
 

⑨

秋
吉 

包
雄
 

⑧

浅
香 

直
哉
 

②

麻
生 

静
四
郎
 
④

麻
生 

芳
正
 

⑦

荒
木 

英
子
 

②

池
田 

修
三
 

㉓

池
田 

節
子
 

④

池
松 

幾
生
 

⑫

池
見 

葉
満
代
 
⑤

石
橋 

正
治
 

⑪

石
橋 

善
弘
 

⑳

石
橋 

美
感
行
 
⑤

泉 

建
志
 

⑦

板
倉
修
二
 

⑩

市
川 

章
子
 

①

市
丸 

喜
一
郎
 
㉔

井
出 

美
子
 

⑦

伊
藤 

明
夫
 

⑤

稲
葉 

英
彦
 

⑧

今
村 

幸
枝
 

④

石
清
水 

由
紀
子
 ⑧

上
田 

恒
久
 

⑩

上
原 

孝
正
 

⑭

宇
都
宮 

邦
子
 
⑧

内
海 

眞
記
子
 
⑩

浦
田 

裕
 

⑩

江
﨑 

小
二
郎
 
⑫

合
瀬 

武
久
 

⑦

合
馬 

紘
 

⑤

大
石  

由
美
子
 
⑤

大
石 

恭
仁
子
 
⑪

大
木 

茂
 

⑦

大
島 

照
子
 

⑩

大
智 

玲
子
 

⑩

大
野 

彩
子
 

⑧

大
庭 

浩
司
 

⑦

小
川 

和
子
 

⑥

荻
原 

美
枝
子
 
⑨

奥
田 

安
孝
 

⑤

小
倉 

智
文
 

⑥

小
野
﨑 

徹
 

⑩

柏
木 

和
子
 

⑩

金
子 

柳
水
 

㉒

樺
島 

浩
子
 

⑤

上
村  

陽
一
郎
 
⑥

神
山 

広
 

⑤

河
野 

道
博
 

⑨

河
邉 

慶
子
 

⑨

河
村 

敬
一
 

⑬

木
皿 

敦
代
 

⑭

岸 

洋
子
 

㉖

木
戸 

龍
一
 

⑦

岐
部 

安
信
 

⑦

木
村 

寧
海
 

④

木
山 

啓
子
 

⑪

國
武 

英
子
 

⑨

久
芳 

正
隆
 

⑲

熊
谷 

達
彦
 

④

黒
田 

明
子
 

⑪

甲
本 

達
也
 

㉘
古
閑 

道
子
 

④

小
坂 

セ
ツ
 

⑧

小
谷 

壽
子
 

⑤

小
寺 

健
一
 

②

小
堀 

瑠
伊
子
 
⑪

小
宮 

作
 

⑪

境
野 

俊
男
 

⑦

坂
田 

さ
つ
紀
 
④

佐
久
間 

み
な
子
 ②

四
海 

博
司
 

②

篠
田 

栄
太
郎
 
⑩

柴
田  

浩
一
 
⑪

下
郡 

治
子
 

⑤

白
垣 

憲
二
 

④

白
木 

太
一
郎
 
⑧

杉
原 

正
毅
 

⑳

杉
山 

謙
 

⑩

鈴
木 

誠
 

⑤

図
師 

祐
子
 

⑦

関 

賢
司
 

⑩

関 

敏
巳
 

⑨

瀬
戸 

美
都
子
 
⑩

副
島 

広
巳
 

⑥

髙
嶋 

桂
子
 

⑨

髙
根 

襄
 

⑬

高
山 

博
光
 

⑦

田
川 

義
幸
 

⑥

田
坂 

大
藏
 

⑦

田
代 

健
治
 

⑥

多
々
羅 

吉
臣
 
⑥

立
石 

京
 

⑬

田
中 

浩
子
 

④

田
中 

由
紀
子
 
③

田
中
丸 

善
彦
 
⑦

玉
村 

英
美
 

④

津
田 

光
詢
 

⑤

友
重 

み
き
 

③

豊
田 

文
彦
 

⑨

豊
田 

富
美
子
 
⑨

中
塩 

喜
美
子
 
⑥

中
島 

謙
吾
 

⑦

中
村 

保
夫
 

⑩

永
岡 

喜
代
太
 
㉔

鍋
島 

忠
淳
 

⑤

成
富 

睦
夫
 

⑦

西
方 

忍
 

③

西
田 

靖
子
 

⑨

西
牟
田 

奈
々
 
⑪

西
山 

紀
子
 

⑪

信
友 

浩
一
 

⑩

野
村 

武
 

⑦

波
多
野 

直
之
 
⑩

八
田 

喜
弘
 

⑥

服
部 

た
か
子
 
⑪

花
田 

ひ
ろ
子
 
⑩

林 

宏
文
 

⑤

林 

昌
也
 

⑦

林 

由
紀
子
 

⑩

原 

順
子
 

⑥

原 

正
明
 

③

原 

靖
子
 

⑪

原 

祐
一
 

⑦

原 

和
美
 

⑦

原
田 

一
男
 

⑥

原
田 

雄
平
 

⑯

馬
場 

浩
太
 

⑥

樋
口 

恵
子
 

②

平
川 

良
輔
 

⑫

平
野 

公
憲
 

⑤

廣
田 

恵
美
子
 
⑬

福
井 

和
子
 

⑨

福
冨 

節
子
 

⑩

福
元 

征
四
郎
 
⑩

福
山 

智
美
 

⑩

藤
井 

鉄
夫
 

⑪

藤
瀬 

三
枝
子
 
⑱

藤
田 

信
義
 

⑧

舟
越 

茂
義
 

⑦
豊
丹
生 

昌
義
 
⑦

牧 

健
太
郎
 

⑤

増
田 

志
津
子
 
⑦

真
角 

磨
鬼
枝
 
⑩

松
尾 

尚
城
 

⑤

松
尾 

真
典
 

⑤

松
岡 

智
恵
子
 
⑪

松
﨑 

由
紀
子
 
⑦

松
村 

等
彰
 

⑦

松
本 

美
津
子
 
⑪

的
野 

恭
一
 

⑩

丸
谷 

理
奈
 

④

三
浦 

佑
之
 

⑨

見
沢 

照
栄
 

⑦

水
崎 

雄
文
 

⑥

南 

ア
サ
ノ
 

⑫

三
野
原 

勝
子
 
⑪

村
岡 

健
次
 

⑦

村
上 

浩
 

⑤

本
島  

洋
 

④

杜 

あ
と
む
 

⑬

森 

恍
次
郎
 

⑧

森 

純
子
 

⑩

森 

正
敏
 

⑧

森
田 

拳
次
 

④

森
本 

繁
 

⑥

安
井 

久
喬
 

⑥

安
恒 

忠
男
 

⑩

安
保 

博
史
 

⑧

安
松 

淳
祐
 

⑨

山
家 

肇
 

⑦

山
﨑 

博
司
 

⑧

山
下 

謙
 

⑥

山
田 

朋
信
 

⑦

山
田 

博
子
 

㉕

山
本 

千
恵
子
 
⑥

山
本 

留
美
 

⑧

結
城 

威
 

⑤

吉
田 

洋
一
 

⑪

吉
安 

蓉
子
 

⑱

若
杉 

佳
昭
 

④

和
才 

雅
宣
 

④

渡
辺 

彰
 

⑦

6
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福
岡
市
内
で
は
観
光
案
内

所
は
も
と
よ
り
地
下
鉄
、バ
ス

な
ど
で
の
多
言
語
案
内
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。ス

マ
ホ
の
案
内
図
を
見
な
が
ら
歩
く
外
国
人
の
姿
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
館
で
も
海
外
の
お
客
様
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し

た
。英
語
、中
国
語
、朝
鮮
語
圏
な
ど
か
ら
年
間
数
百
人
程

度
で
す
が
、手
始
め
に
ま
ず
館
内
展
示
の「
英
語
説
明
」を

小
さ
な
パ
ネ
ル
で
始
め
ま
し
た
。要
員
や
経
費
の
関
係
で
多

言
語
化
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課

題
で
す
。

主
な
グ
ル
ー
プ
来
館

 

（
平
成
30
年
3
月
〜
10
月
）

▼〔
3
月
〕4
日（
日
）福
岡
市
内
高
校
生
グ
ル
ー
プ
7
名
、11
日

（
日
）二
松
学
舎
大
教
授 （
論
語
資
料
調
査
） 

2
名

▼〔
4
月
〕1
日（
日
）新
老
人
の
会
12
名
、7
日（
土
）中
国
人

観
光
団
体
80
名
、27
日（
金
）生
協
情
報
誌「
ク
リ
ム
」取
材

▼〔
5
月
〕1
日（
火
）R
K
B
テ
レ
ビ
取
材
、19
日（
土
）西
区
よ

か
と
こ
案
内
人（
あ
こ
め
の
会
）27
名
、20
日（
日
）市
内
の
視
覚

障
害
者
団
体（
付
添
人
含
む
）14
名
、31
日（
木
）佐
賀
県
の
団
体

（
同
窓
会
）7
名

▼〔
6
月
〕24
日（
日
）市
内
の
会
社
O
B
会
7
名

▼〔
7
月
〕1
日（
日
）福
岡
大
学
生
グ
ル
ー
プ

▼〔
9
月
〕6
日（
木
）能
古
小
5
年
生（
自
然
教
室
）10
名
、22
日

（
土
）児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
め
ば
え
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」11
名
、24
日

（
月
）市
内
小
学
生
2
グ
ル
ー
プ（
能
古
古
窯
跡
研
究
）14
名

お
　
礼

　
友
の
会
の
会
費
振
り
込
み
月
を
毎
年
4
月
に
統
一
し
、皆
様
に

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、お
陰
様
で
こ
の
7
月
ま
で
に
ほ
ぼ

全
員
の
方
々
か
ら
今
年
度
の
会
費
を
頂
戴
し
ま
し
た
。ご
協
力
に

対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、協
賛
寄
附
の
個
人
と
法
人
の
皆
様
に
つ
い
て
も
同
様
の
ご

協
力
を
得
ま
し
た
。併
せ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

能
古
博
物
館

館
内
の
英
語
表
示

以
西
底
曳
き
網
漁
業
の

資
料
を
集
め
て
い
ま
す
!

　

福
岡
漁
港
で
65
年
間
に
わ
た
っ
て
大
き
な

存
在
感
を
示
し
た
阿
波
船
の
偉
大
な
足
跡
を

21
世
紀
に
残
す
作
業
で
す
。当
時
の
航
海
日

誌
、装
備
品
を
は
じ
め
、操
業
や
船
内
生
活
の

様
子
、出
港
・
帰
港
風
景
、町
の
表
情
、阿
波

踊
り
な
ど
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
。新
聞
記
事
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
。船
員
手
帳
、作
業
で
使
っ
た
手
鉤

（
か
ぎ
）、阿
波
踊
り
の
法
被
な
ど
。ど
ん
な
も

の
で
も
結
構
で
す
。写
真
を
撮
っ
て
お
返
し
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。★

　
ご
提
供
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
に

お
声
掛
け
く
だ
さ
い（
写
真
は
出
港
風
景
）。

〈
連
絡
先
〉

　

公
益
財
団
法
人
亀
陽
文
庫・能
古
博
物
館
。

　

電　

話 

（
0
9
2
）8
8
3
–
2
8
8
7

　

F
A
X 

（
0
9
2
）8
8
3
–
2
8
8
1

　
E-M
AIL 

info

＠nokonoshima-museum.or.jp
　

住　

所 

〒
8
1
9
–
0
0
1
2

 

福
岡
市
西
区
能
古
5
2
2
–
2

　
能
古
島
の
白
髭
神
社
で
10
月
9
日
、例
祭
の「
お
く
ん
ち
」

が
あ
っ
た
。1
9
8
3（
昭
和
58
）年
に
福
岡
市
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
伝
統
行
事
。台
風一過
の
今
年
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、島
の
人
た
ち
は
秋
晴
れ
の
1
日
を
厳
か
に
、そ
し
て
楽

し
く
過
ご
し
た
。

御幣持ちの子どもたち
（5～ 6歳の男の子が務める）

柿、栗、ミカンを竹串に刺した
モリモン（神前に供える）



平
成
30
年
度
　能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
員
　（9
月
分
）

友
の
会
入
会
のご案

内

● 

友
の
会
会
費

　
　
１
口
　
三
千
円

（
何
口
で
も
可
）

　※

会
費
の
納
入
方
法

　
　
郵
便
振
替

０
１
７
３
０-

９-

６
０
９
７
０

　
公
益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に

て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認

後
、会
員
証
と
コ
ー

ヒ
ー
券
を
お
送
り
致

し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間

は
１
年
と
致
し
ま
す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を

受
付
け
に
ご
提
示
下

さ
い
。ご
入
館
は
随

意
で
何
回
で
も
無
料

で
す
。（
ご
同
伴
１
名

ま
で
無
料
）

（5）
コ
ー
ヒ
ー
券
で
挽
き

た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を

博
多
湾
を
見
な
が
ら

お
飲
み
い
た
だ
け

ま
す
。

（6）
機
関
誌「
の
こ
博
物

館
だ
よ
り
」を
、お
届

け
致
し
ま
す
。随
想

や
ご
意
見
を
歓
迎
し

ま
す
。但
し
誌
面
の

都
合
で
掲
載
を
見
送

る
場
合
は
ご
容
赦
願

い
ま
す
。原
稿
は
お

返
し
出
来
ま
せ
ん
。

必
要
な
ら
事
前
に
コ

ピ
ー
を
お
願
い
し
ま

す
。

（7）
館
が
企
画
す
る
催
物

の
ご
案
内
と
参
加
費

の
割
引
き
を
致
し

ま
す
。

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　
法
人
１
口
三
万
円 × 

口
数
　
個
人
１
口
一
万
円 × 

口
数

　
＊
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
費
は
、税
制
上
の「
寄
附
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
納
入
方
法

　
１
、郵
便
振
替
え 

０
１
７
３
０・９・６
０
９
７
０

　
　
　
公
益
財
団
法
人
　
亀
陽
文
庫

　
２
、銀
行
振
込
み
　

　
　
　
西
日
本
シ
ティ
銀
行 

土
井
支
店

　
　
　
普
通
　
０
５
５
１
４
５
９

　
　
　
公
益
財
団
法
人
　
亀
陽
文
庫

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略・五
十
音
順

 

・数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

足
立 

晴
道
 
石
野 

智
恵
子
 出
光 

豊

出
光 

芳
秀
 
毛
戸 

彰
 

亀
井 

准
輔

岸 

恒
憲
 

古
森 

英
毅
 
島
塚 

祐
弘

鈴
木 

友
和
 
添
島 

律
子
 
副
島 

靖
弘

筒
井 

勝
美
 
戸
井 

雅
貴
 
林 

純

溝
上 

泰
興
 
翠
川 

文
子
 
安
松 

正
美

 

 

（
敬
称
略・順
不
同
）

　  （
個
　人
）

▼ 
協
賛
ご
寄
附

　（法
　人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
医
療
法
人
笠
松
会
有
吉
病
院

医
療
法
人
社
団
江
頭
会

（
医
）原
三
信
病
院

医
療
法
人
恵
光
会

（
医
）西
福
岡
病
院

（
医
）博
仁
会

（
医
）原
土
井
病
院

（
株
）メ
ディ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ふ
く
福
サ
ー
ビ
ス

あ
お
ば
研
究
所

（
株
）旭
工
務
店

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）彩
苑

西
日
本
シ
ティ
銀
行

浄
満
寺

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）

税
理
士
法
人
エ
ム・エ
イ・シ
ー

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
税
理
士
法
人

ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

秋
山 

淳
子
 

⑤

秋
山 

雄
治
 

⑨

秋
吉 

包
雄
 

⑧

浅
香 

直
哉
 

②

麻
生 

静
四
郎
 
④

麻
生 

芳
正
 

⑦

荒
木 

英
子
 

②

池
田 

修
三
 

㉓

池
田 

節
子
 

④

池
松 

幾
生
 

⑫

池
見 

葉
満
代
 
⑤

石
橋 

正
治
 

⑪

石
橋 

善
弘
 

⑳

石
橋 

美
感
行
 
⑤

泉 

建
志
 

⑦

板
倉
修
二
 

⑩

市
川 
章
子
 

①

市
丸 
喜
一
郎
 
㉔

井
出 
美
子
 

⑦

伊
藤 
明
夫
 

⑤

稲
葉 

英
彦
 

⑧

今
村 

幸
枝
 

④

石
清
水 

由
紀
子
 ⑧

上
田 

恒
久
 

⑩

上
原 

孝
正
 

⑭

宇
都
宮 

邦
子
 
⑧

内
海 

眞
記
子
 
⑩

浦
田 

裕
 

⑩

江
﨑 

小
二
郎
 
⑫

合
瀬 

武
久
 

⑦

合
馬 

紘
 

⑤

大
石  

由
美
子
 
⑤

大
石 

恭
仁
子
 
⑪

大
木 

茂
 

⑦

大
島 

照
子
 

⑩

大
智 

玲
子
 

⑩

大
野 

彩
子
 

⑧

大
庭 

浩
司
 

⑦

小
川 

和
子
 

⑥

荻
原 

美
枝
子
 
⑨

奥
田 

安
孝
 

⑤

小
倉 

智
文
 

⑥

小
野
﨑 

徹
 

⑩

柏
木 

和
子
 

⑩

金
子 

柳
水
 

㉒

樺
島 

浩
子
 

⑤

上
村  

陽
一
郎
 
⑥

神
山 

広
 

⑤

河
野 

道
博
 

⑨

河
邉 

慶
子
 

⑨

河
村 

敬
一
 

⑬

木
皿 

敦
代
 

⑭

岸 

洋
子
 

㉖

木
戸 

龍
一
 

⑦

岐
部 

安
信
 

⑦

木
村 

寧
海
 

④

木
山 

啓
子
 

⑪

國
武 
英
子
 

⑨

久
芳 
正
隆
 

⑲

熊
谷 
達
彦
 

④

黒
田 
明
子
 

⑪

甲
本 

達
也
 

㉘
古
閑 

道
子
 

④

小
坂 

セ
ツ
 

⑧

小
谷 

壽
子
 

⑤

小
寺 

健
一
 

②

小
堀 

瑠
伊
子
 
⑪

小
宮 

作
 

⑪

境
野 

俊
男
 

⑦

坂
田 

さ
つ
紀
 
④

佐
久
間 

み
な
子
 ②

四
海 

博
司
 

②

篠
田 

栄
太
郎
 
⑩

柴
田  

浩
一
 
⑪

下
郡 

治
子
 

⑤

白
垣 

憲
二
 

④

白
木 

太
一
郎
 
⑧

杉
原 

正
毅
 

⑳

杉
山 

謙
 

⑩

鈴
木 

誠
 

⑤

図
師 

祐
子
 

⑦

関 

賢
司
 

⑩

関 

敏
巳
 

⑨

瀬
戸 

美
都
子
 
⑩

副
島 

広
巳
 

⑥

髙
嶋 

桂
子
 

⑨

髙
根 

襄
 

⑬

高
山 

博
光
 

⑦

田
川 

義
幸
 

⑥

田
坂 

大
藏
 

⑦

田
代 

健
治
 

⑥

多
々
羅 

吉
臣
 
⑥

立
石 

京
 

⑬

田
中 

浩
子
 

④

田
中 

由
紀
子
 
③

田
中
丸 

善
彦
 
⑦

玉
村 

英
美
 

④

津
田 

光
詢
 

⑤

友
重 

み
き
 

③

豊
田 

文
彦
 

⑨

豊
田 

富
美
子
 
⑨

中
塩 

喜
美
子
 
⑥

中
島 

謙
吾
 

⑦

中
村 

保
夫
 

⑩

永
岡 

喜
代
太
 
㉔

鍋
島 

忠
淳
 

⑤

成
富 

睦
夫
 

⑦

西
方 

忍
 

③

西
田 

靖
子
 

⑨

西
牟
田 

奈
々
 
⑪

西
山 

紀
子
 

⑪

信
友 

浩
一
 

⑩

野
村 

武
 

⑦

波
多
野 

直
之
 
⑩

八
田 

喜
弘
 

⑥

服
部 

た
か
子
 
⑪

花
田 

ひ
ろ
子
 
⑩

林 

宏
文
 

⑤

林 

昌
也
 

⑦

林 

由
紀
子
 

⑩

原 

順
子
 

⑥

原 

正
明
 

③

原 

靖
子
 

⑪

原 

祐
一
 

⑦

原 

和
美
 

⑦

原
田 

一
男
 

⑥

原
田 

雄
平
 

⑯

馬
場 

浩
太
 

⑥

樋
口 

恵
子
 

②

平
川 

良
輔
 

⑫

平
野 

公
憲
 

⑤

廣
田 

恵
美
子
 
⑬

福
井 

和
子
 

⑨

福
冨 

節
子
 

⑩

福
元 

征
四
郎
 
⑩

福
山 

智
美
 

⑩

藤
井 

鉄
夫
 

⑪

藤
瀬 

三
枝
子
 
⑱

藤
田 

信
義
 

⑧

舟
越 
茂
義
 

⑦
豊
丹
生 

昌
義
 
⑦

牧 

健
太
郎
 

⑤

増
田 

志
津
子
 
⑦

真
角 

磨
鬼
枝
 
⑩

松
尾 

尚
城
 

⑤

松
尾 

真
典
 

⑤

松
岡 

智
恵
子
 
⑪

松
﨑 

由
紀
子
 
⑦

松
村 

等
彰
 

⑦

松
本 

美
津
子
 
⑪

的
野 

恭
一
 

⑩

丸
谷 

理
奈
 

④

三
浦 

佑
之
 

⑨

見
沢 

照
栄
 

⑦

水
崎 

雄
文
 

⑥

南 

ア
サ
ノ
 

⑫

三
野
原 

勝
子
 
⑪

村
岡 

健
次
 

⑦

村
上 

浩
 

⑤

本
島  

洋
 

④

杜 

あ
と
む
 

⑬

森 

恍
次
郎
 

⑧

森 

純
子
 

⑩

森 

正
敏
 

⑧

森
田 

拳
次
 

④

森
本 

繁
 

⑥

安
井 

久
喬
 

⑥

安
恒 

忠
男
 

⑩

安
保 

博
史
 

⑧

安
松 

淳
祐
 

⑨

山
家 

肇
 

⑦

山
﨑 

博
司
 

⑧

山
下 

謙
 

⑥

山
田 

朋
信
 

⑦

山
田 

博
子
 

㉕

山
本 

千
恵
子
 
⑥

山
本 

留
美
 

⑧

結
城 

威
 

⑤

吉
田 

洋
一
 

⑪

吉
安 

蓉
子
 

⑱

若
杉 

佳
昭
 

④

和
才 

雅
宣
 

④

渡
辺 

彰
 

⑦
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風庵

よ
う
こ
そ
博
物
館
へ

バス停から
徒歩約4分（下り坂）

階段

船溜り

能古保育園

門

市指定史跡

楷

能古学校前

渡船場前

北浦口

白鬚神社
ひげ

食事処 長栄丸

渡船場からアイランドパークへの西鉄バス時刻表（平成29年12月現在） ※博物館へは「能古学校前」で下車して下さい。

渡船場前発
アイランドパーク行

平　日
土曜日
日・祝日

アイランドパーク発
渡船場前行

平　日
土曜日
日・祝日

市営渡船（フェリー）

お問い合わせ

●姪浜ー能古島間：約10分

姪浜旅客待合所 
TEL 092-881-8709
能古旅客待合所 
TEL 092-881-0900

開 館 日／毎週 金曜・土曜・日曜と祝日
 5月、10月は全日開館 
※団体の場合は休館日にかかわらずご相談ください
開館時間／10:00～17:00（入館16：30まで）
入 館 料／大人400円・高校生以下無料 
※団体20名以上2割引き

（渡船場から徒歩約15分）
徒歩コース

（能古学校前バス停から徒歩約4分）
バスコース

お食事、
みやげ物店など

※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。

07:57
07:57
07:57

08:48
08:48
08:48

09:45
09:45
09:45

10:30
10:30
10:30

11:30
11:30
11:30

12:55
12:55
12:55

13:35
13:35
13:35

14:35
14:35
14:35

15:35
15:35
15:35

16:45
16:45
16:45 17:55

08:23
08:23
08:23

09:20
09:20
09:20

10:03
10:03
10:03

11:13
11:13
11:13

12:28
12:28
12:28

13:18
13:18
13:18

14:18
14:18
14:18

15:18
15:18
15:18

16:18
16:18
16:18

17:28
17:28
17:28 18:32

◎印は日祝日運休 平成30年10月現在

西鉄バス
●JR博多駅より 博多口正面Aのりば
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約50分
●天神より 三越前1Aのりば 
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約30分

市営地下鉄：「姪浜駅」下車乗り継ぎ
●西鉄バス姪浜駅 北口 
　98番 「のこ渡船場行き」：約12～20分
●タクシー：約8分

姪
浜
旅
客
待
合
所

ま
で
の
ア
ク
セ
ス

館内散策路

能古・姪浜航路 時刻表

1
2
3
4
5
6
7

05:00
06:00
06:30
07:00
07:30
08:00
09:00

8
9
10
11
12
13
14
15

能古 発 10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00

16
17
18
19
20
21
22
23

17:30
18:00
18:30
19:30
20:15
20:45
21:45
22:45

◎

◎

1
2
3
4
5
6
7

05:15
06:15
06:45
07:15
07:45
08:15
09:15

8
9
10
11
12
13
14
15

姪の浜 発 10:15
11:15
12:15
13:15
14:15
15:15
16:15
17:15

16
17
18
19
20
21
22
23

17:45
18:15
18:45
19:45
20:30
21:00
22:00
23:00

◎

◎

※ 繁忙期は臨時便が運行されます。※ 繁忙期は臨時便が運行されます。

（注）冬季（12月下旬～2月下旬）は、展示物
入れ替えなどで長期休館を原則としています。
御用の場合は事前にお問い合せ願います。
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